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 今 般 の「 経 済 危 機 対 策 」に お け る「 ス ク ー ル ・ ニ ュ ー デ ィ ー ル 」

構 想 の 三 本 柱 の 一 つ と し て 提 唱 さ れ た 、 太 陽 光 発 電 等 を は じ め と

し た エ コ 改 修 の 抜 本 拡 大 が 、 今 ま さ に 実 施 段 階 を 迎 え よ う と し て

い る 。  
 全 国 規 模 で 実 施 さ れ る 太 陽 光 発 電 設 備 の 導 入 を 円 滑 に 進 め る た

め に は 、 事 前 調 査 か ら 設 計 、 施 工 、 維 持 管 理 ま で の 一 連 の 取 り 組

み に つ い て 、 学 校 設 置 者 の 皆 様 が 必 要 と す る 情 報 を コ ン パ ク ト に

ま と め た ガ イ ド ブ ッ ク が 必 要 で あ る 。  
 こ の た め 、 国 立 教 育 政 策 研 究 所 文 教 施 設 研 究 セ ン タ ー で は 、 文

部 科 学 省 と 共 同 で 、 学 校 施 設 の 特 性 や 実 態 を 踏 ま え た ガ イ ド ブ ッ

ク を 作 成 す る こ と と し 、 関 係 省 庁 並 び に 外 部 専 門 家 等 の ご 協 力 を

得 て 、 本 冊 子 を と り ま と め た 。  

 
１ ． 導 入 の 意 義 ・ 効 果  

 太 陽 光 発 電 は 地 球 温 暖 化 の 原 因 と 言 わ れ て い る 温 室 効 果 ガ ス で

あ る C O 2 を 排 出 し な い 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー と し て 地 球 温 暖 化 対 策

に 大 き く 貢 献 す る こ と 、 ま た 、 太 陽 光 発 電 設 備 を 学 校 へ 導 入 す る

こ と で 、 児 童 生 徒 お よ び 地 域 住 民 に と っ て 、 省 C O 2 、 省 エ ネ ル ギ

ー の 効 果 や 仕 組 み を 体 感 で き る 環 境 学 習 の 教 材 と し て 役 立 て ら れ

る こ と を 、 事 例 を 盛 り 込 み つ つ 、 紹 介 し て い る 。  
 具 体 的 な 環 境 教 育 の 活 動 と し て は 、 ① 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル に 直

接 触 れ る こ と に よ り 実 物 を 観 察 ・ 体 感 、 ② 表 示 装 置 の 表 示 内 容 の

コ ン テ ン ツ や 表 示 装 置 の 取 り 付 け 位 置 を 工 夫 す る こ と に よ り 、 日

常 的 に 発 電 量 等 を 観 察 で き る 。 そ の ほ か 、 様 々 な 取 り 組 み の 工 夫

に よ り 、 保 護 者 や 地 域 住 民 、 メ ー カ ー や N P O 等 の 専 門 家 等 も 巻

き 込 ん だ 環 境 学 習 に 発 展 さ せ る こ と が で き る 。  
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児 童 が 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 実 際 の 大 き さ を 測 定 し て い る 様 子  
（ 横 浜 市 立 井 土 ヶ 谷 小 学 校 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 

リ ア ル タ イ ム で 太 陽 光 発 電 量 と 購 入 電 力 量 を 同 時 に 表 示  
（ 静 岡 県 島 田 市 立 島 田 第 二 中 学 校 ）  

 
 さ ら に 、 学 校 に 太 陽 光 発 電 設 備 を 導 入 す る こ と で 、 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー を 消 費 電 力 に 活 用 で き 、 C O 2 削 減 と と も に 、 １ 校 あ た り

の 年 間 需 要 電 力 を 1 2～ 2 7％ ※ １ 程 度 削 減 で き 、年 間 2 1～ 2 6 万 円 ※

２ 程 度 の 電 気 代 削 減 に な る 。  
※ １  2 0 k W パ ネ ル を 平 均 的 な 学 校（ 延 床 面 積 5 , 0 0 0 ㎡ ）に 設 置 す

る 場 合 で 計 算 。  
※ ２  電 気 代 は 、 東 京 電 力 の 平 成 2 1 年 7 月 時 点 の 料 金 で 計 算 。  

 
２ ． 導 入 ･設 置 に お け る ポ イ ン ト  

 学 校 設 置 者 が 計 画 的 で 、 ス ム ー ズ に 導 入 が で き る よ う に 、 学 校

へ 太 陽 光 発 電 設 備 を 導 入 す る ま で に 行 わ れ る 各 段 階 （ 事 業 化 の 決

定 ～ 維 持 管 理 ・ 環 境 教 育 の 取 り 組 み ま で ） の 実 施 事 項 と 留 意 事 項

を ま と め て い る 。  
 学 校 設 置 者 が 設 置 場 所 の 候 補 を 選 定 し 、 予 算 が 確 保 で き れ ば 、

基 本 的 に 導 入 す る こ と が 可 能 で あ り 、事 業 化 の 決 定 が 可 能 で あ る 。 
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特 に 、予 算 に つ い て は 、国 か ら の 助 成 制 度 が 充 実 し て い る の で 、

地 方 公 共 団 体 等 の 財 源 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 公 立 小 中 学 校 等 の 助 成

制 度 で は 、 ① 技 術 上 の 課 題 を 解 決 す る た め の 工 事 （ 屋 上 防 水 工 事

や 屋 上 フ ェ ン ス 等 ）、② 環 境 教 育 に 活 用 す る た め に 必 要 な 工 事 、③

太 陽 光 発 電 導 入 と 同 時 に 実 施 す る 省 エ ネ 改 修 工 事 も 対 象 ※ ３ と な

っ て い る 。  
 そ の 他 、 主 に 設 計 事 務 所 が 行 う 事 項 で あ る が 、 学 校 設 置 者 に お

い て も 理 解 し て ほ し い 事 項 （ 建 物 の 構 造 上 の 安 全 性 や 屋 上 防 水 層

改 修 工 事 等 の 留 意 点 ） に つ い て ま と め て い る 。  
※ ３  助 成 制 度 に よ り 補 助 率 、 対 象 工 事 等 が 異 な る 。  

 
３ ． 売 電 及 び メ ン テ ナ ン ス  

 売 電 用 取 引 メ ー タ ー を 設 置 す る こ と で 、 余 剰 電 力 の 効 果 的 な 活

用 が で き る た め 、 売 電 に 必 要 な 契 約 等 に つ い て ま と め て い る 。 自

家 発 電 で 節 約 し た 電 気 代 と 合 わ せ て 、 売 電 収 入 を 学 校 の 教 育 活 動

に 還 元 し た り 、 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 教 育 に 要 す る 経 費 に 充 当 す る と

効 果 的 で あ る 。  
 ま た 、太 陽 光 発 電 設 備 は 基 本 的 に メ ン テ ナ ン ス フ リ ー で あ る が 、

定 期 的 に 目 視 に よ る 点 検 等 を 行 う 事 項 や 耐 用 年 数 、 補 修 に 関 す る

事 項 を ま と め て い る 。  
 そ の 他 、 導 入 ま で の 確 認 す べ き チ ェ ッ ク リ ス ト や 先 進 事 例 等 、

学 校 設 置 者 の 皆 様 に と っ て 参 考 と な る 情 報 を 掲 載 し て い る 。  

 
本 研 究 の 報 告 書 等  

太 陽 光 の 恵 み を 子 ど も た ち が 学 び 育 む た め に  

～ 学 校 へ の 太 陽 光 発 電 導 入 ガ イ ド ブ ッ ク ～ （ 平 成 21 年 7 月 ） 
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